
【計画策定の経緯】
令和６年度の火山防災協議会にて、噴火警戒レベルに応じた各機関の対応を
一覧に記載した、機関別行動計画（タイムライン、以下ＴＬ）を策定すること
について決定。

【計画策定の方法】
基本的な策定の手順は以下のとおり。訓練振り返り後も関係機関と調整し、
ＴＬの精度や実効性の向上を図る
ワークショップ実施（たたき台作成） 夏季訓練実施 振り返り

冬季訓練実施 振り返り
【令和７年度の実施日】
ワークショップ ：令和7年7月9日、令和7年8月5日
夏季訓練（図上）：令和7年9月3日
冬季訓練（図上）：令和7年12月19日

【今後の運用（予定）】
令和８年度に安達太良山、令和９年度に磐梯山の「機関別行動計画（タイム
ライン）」を策定し、訓練を通した計画の見直しを継続的に実施していく。
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